
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度 　　　　　教科8 年度  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：（　1組：　　　）及川 （　2組：　　　）木村 （　3組：　　　）及川 （　4組：　　　）及川 （　5組：　　　）及川

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

都立東

定期考査 〇 〇

〇

【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、自分
のものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させる態度を養う。

国語 言語文化
国語 言語文化 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

東京書籍『精選　言語文化』

国語

生涯にわたる社会生活における他者とのかかわりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯に
わたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

言語文化

配当
時数

１
学
期

【知識および技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語
句の量を増し、それらの文化的背
景について理解を深め、文章の中
で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができる。
・文章の意味は、文脈の中で形成
されることを理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・（読むこと）文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉えること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・生涯にわたって読書に親しみ、
我が国の言語文化の担い手として
の自覚をもち、言葉を通して他者
や社会に関わろうとする態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【指導事項】
　歴史的仮名遣いや品詞等の文語
文をきまりを理解し、説話の内容
や登場人物の心情を捉え、説話の
面白さを理解する。

【教材等】
　『宇治拾遺物語』
　「児子のそら寝」

【指導事項】
・歴史的仮名遣いや品詞等の文語文
をきまりを理解し、説話の内容や登
場人物の心情を捉え、説話の面白さ
を理解する。
・訓読に関する基本的なルールを理
解し、文章の内容や登場人物の心情
を本文をもとに理解する。
・格言、故事成語を適切にその背景
や意味を踏まえて適切に用いる。

【教材等】
『十訓抄』「大江山の歌」
　訓読の基本、
　故事成語「推敲」

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むため
に必要な訓読のきまりや古典特有の表現などに
ついて理解している。
・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文
字や言葉の変化について理解を深め、古典の言
葉と現代の言葉とのつながりについて理解して
いる。
【思考・判断力・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て，内容や構成、展開などについて叙述を基に
的確に捉えている。
・「書くこと」において、自分の考えが効果的
に伝わるよう構成、語句、表現の仕方を工夫し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで訓読のきまりや古典特有の表現につい
て理解し、学習課題に沿って登場人物の言動や
言葉の内容を読み取ろうとしている。

〇

1

〇 〇 10

【 知　識　及　び　技　能 】

（　6組：　木村　　）

【知識および技能】
・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解することがで
きる。
・言葉には、文化の継承、発展、
創造を支える働きがあることを理
解することができる。
・我が国の言語文化に特徴的な語
句の量を増し、それらの文化的背
景について理解を深め、文章の中
で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができる。

定期考査

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う 。

【学びに向かう力、人間性等】

〇

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むため
に必要な文語のきまりや古典特有の表現などに
ついて理解している。
・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文
字や言葉の変化について理解を深め、古典の言
葉と現代の言葉とのつながりについて理解して
いる。
【思考・判断力・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て，内容や構成、展開などについて叙述を基に
的確に捉えている。
・「書くこと」において、自分の考えが効果的
に伝わるよう構成、語句、表現の仕方を工夫し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで文語のきまりや古典特有の表現につい
て理解し、学習課題に沿って登場人物の言動や
和歌の内容を読み取ろうとしている。

〇 〇 〇 9



２
学
期

【知識および技能】
・ 言葉には、文化の継承、発展、創
造を支える働きがあることを理解す
ることができる。
・ 常用漢字の読みに慣れ、主な常用
漢字を書き、文や文章の中で使うこ
とができる。
・ 我が国の言語文化に特徴的な語句
の量を増し、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊
かにすることができる。
・ 文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述を基に的
確に捉えることができる。
・ 作品や文章の成立した背景や他の
作品などとの関係を踏まえ、内容の
解釈を深めることができる。
・ 作品の内容や解釈を踏まえ、自分
のものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

【指導事項】
・登場人物の心情の変化を、場面の
展開に即して読み取り、主題につい
て考える。
・近代文学作家を調べて得た情報を
的確に整理して、人物像が伝わる解
説文を作る。
・訓読に関する基本的なルールを理
解し、文章の内容や登場人物の心情
を本文をもとに理解する。
・格言、故事成語を適切にその背景
や意味を踏まえて適切に用いる。
【教材等】
　芥川龍之介「羅生門」
　『戦国策』「虎の威を借る」

【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える
働きがあることを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使っている。
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し、それらの文化的背景について理解を深め、
文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。
・文章の意味は、文脈の中で形成されることを
理解している。
【思考・判断力・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開などについて叙述を基に
的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈を
踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を
深め、我が国の言語文化について自分の考えを
もっている。
・「書くこと」において、考えが効果的に伝わ
るよう、文章の種類、構成、展開や、文体、描
写、語句などの表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで自分のものの見方、感じ方、考え方を
深め、学習課題に沿って、登場人物の心情の変
化を読み取り、主題について考えようとしてい
る。
・進んで調べて得た情報を的確に整理し、学習
課題に沿って、人物像が伝わる解説文を作ろう
としている。

定期考査 〇 〇

〇 〇

9

1

1定期考査

【知識および技能】
・ 言葉には、文化の継承、発展、創
造を支える働きがあることを理解す
ることができる。
・ 我が国の言語文化に特徴的な語句
の量を増し、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊
かにすることができる。
・ 文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解することができる。
・ 古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 文章の種類を踏まえて、内容や構
成，展開などについて叙述を基に的
確に捉えることができる。
・ 作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈することができる。
・ 作品の内容や解釈を踏まえ、自分
のものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

【指導事項】
・歴史的仮名遣いや品詞等の文語文
をきまりを理解し、物語の内容や登
場人物の心情、和歌の情趣を捉え、
歌物語の面白さを理解する。

・教材等
　『伊勢物語』「芥川」

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むため
に必要な文語のきまりや古典特有の表現などに
ついて理解している。
・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文
字や言葉の変化について理解を深め、古典の言
葉と現代の言葉とのつながりについて理解して
いる。
【思考・判断力・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開などについて叙述を基に
的確に捉えている。
・「書くこと」において、自分の考えが効果的
に伝わるよう構成、語句、表現の仕方を工夫し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで文語のきまりや古典特有の表現につい
て理解し、学習課題に沿って登場人物の言動や
和歌の内容を読み取ろうとしている。

〇 〇 〇 12



３
学
期

〇 〇定期考査

【知識および技能】
・ 言葉には，文化の継承、発展、
創造を支える働きがあることを理解
することができる。
・ 我が国の言語文化に特徴的な語
句の量を増し、それらの文化的背景
について理解を深め、文章の中で使
うことを通して、語感を磨き語彙を
豊かにすることができる。
・ 文章の意味は、文脈の中で形成
されることを理解することができ
る。
・ 我が国の言語文化の特質や我が
国の文化と外国の文化との関係につ
いて理解することができる。
・ 古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきまり
や訓読のきまり、古典特有の表現な
どについて理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などについて叙述を基に
的確に捉えることができる。
・ 作品や文章に表れているものの
見方、感じ方、考え方を捉え、内容
を解釈することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

【指導事項】
　表現の特色を踏まえて、作品に込
められた意図を考える。
　日記文学成立の流れを理解する。
　漢詩の決まりを理解し、表現され
ている情景を想像し、鑑賞する。
・教材等
紀貫之『土佐日記』
　　　「馬のはなむけ」
漢詩「元二の安西に使ひするを送
る」「春望」

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むため
に必要な文語のきまりや古典特有の表現などに
ついて理解している。
・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文
字や言葉の変化について理解を深め、古典の言
葉と現代の言葉とのつながりについて理解して
いる。
【思考・判断力・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開などについて叙述を基に
的確に捉えている。
・「書くこと」において、自分の考えが効果的
に伝わるよう構成、語句、表現の仕方を工夫し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで文語のきまりや古典特有の表現につい
て理解し、学習課題に沿って登場人物の言動や
和歌の内容を読み取ろうとしている。

〇 〇 〇
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57

合計


